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本研究部門の目的と主要構成員
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本研究部門では、ナノテクノロジーに関連する分野横断型の総合的な研究を”ナノミクス”と命名し、
（１）原子・分子スケールで構造制御した構造化機能ナノ材料を金属、半導体、高分子、無機、有機、バイオなどの多様な材料と

組み合わせる事によって、量子効果を基礎とした新規機能を発現させるナノテクノロジー
（２） 原子・分子スケール構造制御で構築された構造化機能ナノ材料をより高次に構造化するナノシンセシステクノロジーに関する

基盤技術研究を遂行する。
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Y単原子接点のコンダクタンス

石野 裕士

Selective formation of 

DNA origami bridging structure

onto the Si-substrate
森裕都

等速電気泳動を用いた
抗原抗体反応の促進

藁谷 卓哉

２つの電極間を１つの原子
で架橋した構造である金属
単原子接点のコンダクタン
スは、Landauer公式に表さ
れるように、チャネルの数と
その透過率により決定され
る。金属単原子接点の場合、
チャネルの数と透過率は
それぞれ、価電子の数とそ
の軌道状態に対応している。

YなどのⅢ族金属は、価電子にs-電子を2個、d-電
子を1個含むため、単一d-チャネルの寄与を評価し
易いと考えられる。このような興味深い金属である
Yの単原子コンダクタンスを求めることを目的とする。

接点の破断と接触を
MCBJ法を用いて行
い、破断過程におけ
る過渡コンダクタンス
を室温、液体ヘリウム
温度で測定した。
室温において観察さ
れたコンダクタンスト
レースには、安定構造
が確認されなかった。
一方、液体ヘリウム温度で観察されたコンダクタンス
トレースには、2G0付近に安定構造が確認され、Yの
単原子コンダクタンスと対応していると考えられる。
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液体ヘリウム温度において測定された
コンダクタンストレースの例

DNA origami was successfully fixed !

Bridging DNA origamiFixed DNA origami
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We demonstrated the integration of DNA

origami on MEMS by selectively assembling

DNA origami to form a bridge over a trenched

silicon. A DNA origami (30 x 150 nm) was fixed

to bridge the trench (100 nm width) utilizing the

hybridization reaction between ssDNA on the

DNA origami and selectively immobilized

complementary ssDNA-pattern at the edges of

trench. This result opens a way to integrate the

nanomaterial components on a structured

device such as MEMS by using DNA origami.
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Connection of DNA origamiFixation of  1st DNA origami

Results of fixation

Proposed Concept ＆ Challenge

1st DO induces
successive 
oriented
self assembly. 

【Proposed Method】

目的：免疫学的検定の分析時間の短縮

方法：等速電気泳動を用いた共濃縮による抗原
抗体反応(2nd order kinetic reaction)の促進

結果

共濃縮により抗原抗体の反応
時間を1/24に短縮した．

① Selective DNA modification  

on the patterned Si 

substrate

5分程度の反応時間で
従来法の2時間の場合と
同程度の反応量を得た．


